
令和3年11月20日（土）建コン九州支部・若手技術者員会主催の「JOBCAFE」が行われ、当委員会委員も参加

しました。就職活動を控えた学生と若手技術者が意見交換をすることで、学生に有益な情報を提供すると同時に
若手技術者も「初心に戻り、やりがいを振り返る」ことを目的として開催されました。今回は福岡大学、九州工
業大学に加え、今年初参加である熊本大学の学生さんに参加していただきました。

社会人による発表：
建コンに就職した理由、
入社前後のギャップ、
一日のスケジュールなど

分野別マッチングトーク：

建コンの仕事内容・給与・
体験談・休暇・就活への心構
え・業界の雰囲気など
学生さんのお悩みや質問に
社会人参加者が答えています

会場：GARB LEAVES
学生参加21名、社会人参加：12名

≪学生≫
●建コンに対するイメージ
・残業時間、業務内容（設計・計算）
・年度末の忙しさ ・勉強が必要
●建コンに対するイメージとのギャップ
・⼊社してからスキルは身に付く
・設計を外部に委託することもある
・現場もある・残業が少ない・給料が高い
●気づいた点、改善点
・フリートークの時間がもっと欲しい
・社会人の人数が少ないと感じた
●その他感想
・有益な情報が得られた（企業研究の材料、仕事内容、
建コンの内情、労働環境etc…）

・学生目線の話をしてくれた。・毎年開催してほしい

≪社会人≫

●初心に戻り、やりがいを振り返ることができた
か・モチベーションにつながったか
・業務の説明をすることで自身のモチベーション

に繋がった
・学生の聞きたいことに答えられるように幅広く

知識をつけたいと思った
●気づいた点、改善点
・トークテーマを与えてもらえると助かる
・社会人のネームプレートに分野の記載があった
方がよい

●その他感想
・学生時代に知りたかった
・業界同士のつながりもできるので良かった
・今回参加された大学以外にも声をかけてほしい

昨年もコロナ禍での開催となり企画段階において対面会議がほとんどできず制約がある中、過去に企画した経
験を基に迅速に準備を進めることができ、当日無事に開催に至りました。
学生さんからはJOBCAFEに対して多くのご好評を頂くことができました。この時期に社会人と話す機会があま

りないため良い機会になったのではないでしょうか。一方で、学生への周知方法、社会人のトークにおける負担
などといった課題も見えてきました。
次回以降も、メンバーの経験とアンケート結果を基により良いイベントにしていきたいと思います！！



ホームページ・FBを随時更新しております。ぜひご覧ください！！

本誌は、(一社)建設コンサルタンツ協会 九州支部 総務・企画部会 女性技術者委員
会が発行しています。
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令和4年度は20名で始動しました。どうぞよろしくお願いいたします。

今年も10月に女性技術者交流会を開催する予定です。
〇テーマ：（仮）私たちの働き方紹介
〇イベント構成：web+対面開催
≪2部構成≫

第1部：ライトニングトーク(予定)
第2部：意見交換会（ワールドカフェ形式を予定）

※対面：50人程度、web：最大500人程度の参加者数を予定しています※
日時や場所、申し込み方法などの詳細は決まり次第お知らせいたします！

【委員会メンバー】 ◎委員長 ○副委員長

◎筌瀬明日香（ (株)建設技術研究所）

○大重岬 （ (株)綜合技術コンサルタント）
○濵田千友美（ (株)大進）
平山歩 （パシフィックコンサルタンツ(株) ）
福島優美（応用地質(株)）
中村晴美（日本地研(株)）
熊野仁美（(株) オリエンタルコンサルタンツ）
田中菜月（西日本技術開発(株)）
竹尾美幸（基礎地盤コンサルタンツ(株)）
山中恵里帆（大日本コンサルタント(株) ）
松田知奈美（三井共同建設コンサルタント(株) ）

中尾光彩（ (株)長大）
園木亜純（ (株)西日本測量設計）
宮崎あおい（中央コンサルタンツ(株) ）
三宅温（ JR九州コンサルタンツ (株) )
堀内瀬奈（八千代エンジニヤリング(株) )
小正実奈（ (株)東京建設コンサルタント）
上原 麻衣（第一復建(株) )
下迫奈々恵（九州建設コンサルタント(株) ）
八木里彩（日本工営(株) ）

参考：昨年度イベントの様子「私のワークライフバランス ～“壁”を超える～」


